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クリティカルパス実践セミナー(予定)
テーマ：クリティカルパスの概念・必要性の理解と作成活用能力の向上

　クリティカルパスの作成運用を担当する実務者のため

の研修を下記要領で実施します。本研修においてはクリ

ティカルパスについての理解を深めるとともに、クリテ

ィカルパスに必要な基本的項目を入れた標準クリティカ

ルパス作成ソフト(医療者用、患者用) (改訂版)を用いた

作成実習が行われます。さらに、最新のクリティカルパス

についての情報交換を行います。

　実務研修の為に定員が限られていますので、お早めに

お申込み下さい。学会会員を優先させて頂きますので、ご

理解のほどよろしくお願いします。

　詳細につきましては、次号ニュースレター、ホームペー

ジでご案内致します。

平成20年度第1回クリティカルパス実践セミナー i n 神戸 

・日　時　平成20年7月19日(土)〜20日(日)

・会　場　国立病院機構神戸医療センター

〒654-0155 神戸市須磨区西落合3-1-1

平成20年度第2回クリティカルパス実践セミナー i n 熊本 

・日　時　平成20年9月17日(水)〜18日(木)

・会　場　国立病院機構熊本医療センター

地域医療研修センター

〒860-0008熊本市二の丸1-5

ンセミナーでは「感染症危機管理地域ネットワーク」を

テーマに東北大学 金光先生からご講演いただきました。

　また、一般演題は、口演42題、ポスター発表27題と和

歌山地方会においては過去最多の演題数となり、本学術

集会には県外施設を含めて228名が参加され、活発な討

議が行われました。

　当日の会場運営については、当院の運営スタッフ約50

名が準備にあたり、手作り感のある運営を行う一方、各会

場において入念な打ち合わせを行うことで、僅かな予算

ではありましたが、本学術集会を盛会に終えることがで

きました。

(文責：国立病院機構和歌山病院事務部企画課業務班長　大西正典)

　平成 20 年１月 19 日 ( 土 ) に 12：00 から 18：30 まで、

久留米大学医学部筑水会館において「患者と病院のより

良い関係を求めて」をテーマとして、第８回福岡地方会を

開催しました。幸い天候もよく実行委員を含めて284名

の参加をいただき活発な意見交換がおこなわれました。

　各施設のご協力で一般演題36題、クリティカルパス展

示16題が集まり、予定の学会開始時間を60分繰り上げ

て開催しました。

　また、特別講演を３題企画しました。特別講演１は「よ

り良き関係を求めた栄養療法」という演題で久留米大学

医学部消化器疾患情報講座・内科学講座消化器内科部門

講師の川口巧先生、特別講演２は「注目すべき院内感染の

事例とその対策」という演題で久留米大学医学部感染医

学講座臨床感染医学部門教授の渡邊浩先生、特別講演３

は「久留米大学病院におけるクリティカルパスの導入」と

いう演題で久留米大学医学部外科学講座教授の藤田博正

先生に、NST、ICT、クリティカルパスの各部門から各々

ご講演をいただきました。

　閉会式では、クリティカルパス展示の中から優秀な発

表３題を学会参加者の投票により表彰しました。

　各世話人の先生方のご協力で盛況に終えることができ

ました。次回の第９回福岡地方会は、国立病院機構九州が

んセンターの岡村健先生を当番世話人として、九州大学

医学部百年講堂で開催されます。

(文責：久留米大学病院臨床検査部副技師長　梶村克成)
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学会奈良地方会第３回学

術集会は「激変する医療界

の羅針盤を求めて」をメイ

ンテーマとして平成20年

２月２日 ( 土 ) に田原本青

垣生涯学習センターにて

開催されました。土曜日の

午後にも関わらず県内の様々な医療関係者203名にご参

加頂き、盛大に行われました。

　ランチョンセミナーでは日本医科大学医療管理学教室

教授の長谷川敏彦先生に「想定される医療情報のビックバ

ン−病院の戦略は？−」と題して、厚生労働省「医療情報の

提供のあり方等に関する検討会」の座長をされたご経験か

ら、医療広告の規制緩和により公開された病院の診療実績

に関する情報が、患者の医療機関の選択判断材料として重

視されることが想定され、今後の医療機関の経営戦略の策

定と実践の必要性等について教示頂きました。

　特別講演では、産業医科大学公衆衛生学教授の松田晋哉

先生に「医療の質とコスト−DPC時代を迎えて−」と題

して講演頂きました。新しい医療計画制度では、DPC を

用いた医療情報の標準化と透明化が求められること、ま

た、今後、求められる医療の質・これからの地域医療のあ

り方等について解説頂きました。

　また、「DPC導入における医療機関の対応」をテーマと

してDPC 対象２病院と準備２病院の県内４医療機関に

よるパネルディスカッション、更に一般演題30題の発表

があり終了時間が延長になりましたが、最後まで多くの

参加者が熱心に耳を傾けておりました。

(文責：国保中央病院医事課長　上田征昭)

会 場 風 景

第３回奈良地方会
当番世話人：国保中央病院院長　吉川高志

第８回福岡地方会
当番世話人：久留米大学病院副院長　佐川公矯


